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A 綿工業（紡錘数 １０００本） B 粗鋼生産高（１，０００トン）
英国 米国 日本 英国 米国 独国 日本
１８３５年 １２，０００ ― ― １８７０年 ２３０ ７０ １７０ ―
１８６８年 ３４，２００ ７，１３２ ５ １８９０年 ３，６３６ ４，３４６ ２，２３２ ２
１８９０年 ４３，７００ ２７８ １８９５年 ３，３１２ ６，２１３ ４，０２５ ２
１９００年 １，１８２ １９０５年 ５，９０５ ２０，３４４ １０，９６７ １１０
１９１４年 ５６，３００ ３２，１０７ ２．６５７ １９１５年 ８，６８７ ３２，６６５ １３，２５８ ５１０
１９２０年 ５８，３００ ３５，８７２ ３，８１４ １９２９年 ９，７９０ ５７，３３６ １６，２１０ ２，２９４
１８２７年 ５７，３００ ３６，７００ ５，７５１ １９４３年 １３，２４０ ８０，５９１ ２０，７５８ ８，６２９



















































































































































































































工場数 従業者数 工場数 従業者数 工場数 従業者数
総数 ３２，２２８ ８４２ ４５，８０６ １，７６７ ５９，８８７ ２，０６７
 １６．２％ １５．４％ ２５％ ２７％ ２４％ ２６％
金属工業 ３．２ １９．９ ６ ５ ６ ５
機械器具工業 ４．９ ６．２ ８ １３ ９ １１
 ８３．８ ８４．６ ７６ ７３ ７６ ７４
繊維工業 ４８．３ ６１．３ ４２ ５４ ３６ ５４
製糸業 １１．５ ２３．６ ８ １９ ７ ２１
綿紡績業 ０．３ １０．９ ０．５ １０ ０．４ １０

































































































































































35 40 45 46 50 55 59
億円）がすべて失われたことになる。
７．歴史を学ぶことの意義
学生からこの授業を聞いて何の役にたつのか
との質問を受けた。最後に本日の最終講義を結
ぶにあたって，歴史を学ぶ意味を考えたい。社
会現象は全て歴史現象である。われわれが生き
ている社会には，死滅しつつある事象と，最盛
を誇る事象と，新しく生れ出る事象の萌芽が混
在している。これは瞬間，瞬間ではわかりにく
い。昔の人がよく復眼で見ると言っていた。あ
る社会現象には，反対の面もあるものだから，
そのことを見なさいというくらいの意味だろう
か。復眼で見ることで物理的に遠近がわかる。
立体的に見るということにもつながる。私は一
歩退いて歴史的視点に立って社会事象を見て下
さいとお願いしたい。自分の立ち位置がどんな
ところにあるのか。時の為政者やメデイアの主
張がどこを向いているのか。歴史を無視した議
論には，たとえどんなに華々しく見えても，危
なかしくて就いていくことはできません。私の
講義も私なりの歴史的視点に立って過去の社会
現象を裁断したものである。そこでは私の個人
的バイアスがかかっていないとは言い切れない。
しかし，私なりに責任をもって皆さんに私の理
解している日本資本主義の発展史，特徴，限界
等を提示してきたつもりである。皆さんなりに
なにかを掴みとっていただけたならば，この最
終講義の意味があると思っている
抽象的になったが，元西ドイツの大統領リチ
ャード・フォン・ヴァイツゼッカーの言葉を紹
介しておく。
「罪の有無，老幼いずれを問わず，われわれ
全員が過去を引き受けなければなりません。だ
れもが過去からの帰結に関わり合っており，過
去に対する責任を負わされております。過去に
図１ 鉱工業指数（１９６０Average＝１００）
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目を閉ざす者は結局のところ現在にも盲目とな
ります。」
ヴァイツゼッカーはこうも言っている。
「不信を解消していくことが大切です。不信
が生まれたのは戦争に原因があるのです。不信
の解消に成功すること，これこそ現在および将
来にわたる死活の関心事であります。これはア
カデミックな論争だけにまかせていいテーマで
はなく，今日のわれわれの政治的責任にかかわ
ります。自らの歴史と取り組もうとしない人は，
自分の現在の立場，なぜそこに居るのかが理解
できません。そして，過去を否定する人は，過
去を繰り返す危険を冒しているのです。」
ご清聴感謝します！
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